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概要   

小学校の学習活動において、班のメンバが役割分担し、校外で取材する担当と、取材した資料を整理しま  

とめる担当にわかれ、相互にリアルタイムにコミュニケーションを取りながら、協同で学習を進めていく形式の実  

践ニーズがでてきた。本研究は、このような学習活動を支援するシステムの機能を整理し、支援システムを利  

用した実践によりその有効性を検証することを目的とした。支援システムは、携帯電話を端末として電子メール  

の送受信で取材した画像を蓄積する形式を採用し、文字や写真によるコミュニケーション活動を支援した。実  

践ニーズのあった授業が支援システムの利用により円滑に実践できたことから、この支援システムの機能の有  

効性が検証された。  
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1．はじめに   

学校の教育活動の中には、各教科や総合的な学  

習の時間などで、子どもたちが学校の外に出かけて、  

調べ活動をすることが増えてきている。これらの活  

動には、自分に必要な情報を主体的に収集・判断・  

表現するという態度や能力を育成するというねらい  

があり、子どもたち自身が、実際に現地へ取材しに  

いくことが重要である。   

一方で、小型軽量化した情報機器が普及してき  

た今日、子どもたちがデジタルカメラや携帯情報端  

末を持ち歩き、それらの機器の機能であるGPSなど  

の位置情報や、カメラ機能、通信機能などを組み合  

わせることで、映像データベースや、ガイドサービスな  

どを利用して、前述の学習活動を支援した実践が  

報告されている［1－3］。   

従来の授業では、このような学習活動の場合、ク  

ラス全員が、班ごとに分かれて調べ活動に出発し、  

学校に戻ってから、取材してきた内容を基に活動を  

続ける形式が多かった。   

著者らが支援している学校では、この授業形式  

から発展して、クラス全員が校外へ調べ活動に出  

かけるのではなく、班の中を校外へ調べに行くメン  
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バと、学校に残り校外へ取材に行ったメンバから届  

く資料を基に整理していくメンバにわかれて、メンバ  

同士がリアルタイムにコミュニケーションを取りながら、  

それぞれの役割からの視点をきっかけに目標を明  

確にしながら協同で学習を進めていく形式の実践  

ニーズがでてきた。   

そこで本研究では、このような学習活動を支援す  

るシステムの機能を整理し、支援システムを利用し  
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ルのみを受信して蓄積する動作とした。この際、携  

帯電話の機種に固有とならないように、Subjectヘッ  

ダで、どの指示メールヘの返信であるかが判断でき  

るように構築した。   

取材用端末から、カメラで取材した写真を電子メ  

ールに添付して指示メールに返信することで、自動  

的に画像蓄積サーバに登録されて共有できるように  

整備した。   

取材した情報の共有や取材用端末へ取材指示  

のメールを送信する機能は、画像蓄積サーバ上に  

Webインタフェースで操作できるようにした。  

た実践によりその有効性を検証することを目的とした。   

2．携帯コミュニケーションシステムに必要   

な機能   

この実践ニーズの学習活動では、クラスが班別に  

わかれて、それぞれの班ごとに別のテーマで調べ学  

習をすすめることになる。班のメンバは、校外に出か  

けて取材するメンバ（以下、取材メンバと呼ぶ）と、  

学校に残り取材メンバからリアルタイムに届く写真や  

文章を基に発表資料に整理していくメンバ（以下、  

整理メンバと呼ぶ）が協同して学習を進めていく。  

取材メンバと整理メンバが、文字や写真でコミュニケ  

ーションできる力を育てる学習活動であり、それぞれ  

の役割の視点から活動を始め、協同して活動の目  

標を明確にしていくことを期待した活動である。   

この学習活動を支援するシステムの条件は、次の  

ように整理できる。  

1．取材メンバから簡単に写真を送れること  

2．整理メンバから文字による指示が届き、取材メン   

バから簡単に報告ができること  

3．文字によるコミュニケーションがしにくい場面用に、   

音声による会話ができること  

4．取材した情報らが双方でリアルタイムに共有でき   

ること  

5．取材メンバが携帯する端末は、子どもたちが校外   

に持ち運ぶのに適したサイズであること  

これらの条件を満たす学習支援システムとして、  

一般的なカメラつき携帯電話を端末とした、図1のよ  

うな仕組みで動作する「携帯コミュニケーションシス  

テム」を開発した［4］［5］。   

端末は、子どもたちにも操作しやすい大きさと画  

面サイズで、写真撮影がデジタルカメラと類似の操  

作性のカメラ付き携帯電話（AU W21SA）を選定し  

た。端末は、子どもたちが取材に持ち歩く取材用端  

末と、取材用端末に通話が可能な学校用端末で構  

成した。取材用端末は、学習に不必要な情報が届  

かないように特定のメールアドレスや携帯電話から  

のみ着信し、学校用端末以外へは発信できない設  

定とした。   

また、画像蓄積サーバにも学習活動に必要でな  

い情報が蓄積されることが無いように、画像蓄積サ  

ーバから送信した指示メールに返信されてきたメー  

図1携帯コミュニケーションシステムの概要  

このような本システムの機能と、それにより叶能と  

なった活動などを整理すると次のようになる。  

1．携帯電話のメール送信操作により写真を添付し   

たメールを特定のメールアドレス宛に送信すると、   

画像蓄積サーバは自動的に受信し蓄積するとい   

う仕組みとしたことで、比較的簡単な手順で取材   

メンバが取材した写真を送信するように実現でき   

た。  

2．整理メンバからは取材用端末へ電子メールを送   

信するWebインタフェースを準備した。また取材   

メンバは、届いた電子メールの指示に返信するメ   

ールを送り返すことで、どの内容への報告になる   

のかが関連づけられて画像蓄積サーバに蓄積   

する仕組みとした。この仕組みにより双方が文字   

によるコミュニケーションを実現し、それらの情報   

が画像蓄積サーバ上で一覧となり情報共有でき   

るようになった。  

3．学校用端末からのみ取材用端末へ通話できる設   

定とした。また、取材用端末からは、学校用端末   

へのみ発信できるように設定した。これにより、文  
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字によるコミュニケーションがしにくい活動場面   

でも、音声による会話により活動が継続できるよう   

になった。  

4．画像蓄積サーバには、テーマ別・端末別に蓄積   

した情報を一覧で表示するWebインタフェース   

を準備した。これにより取材した情報がリアルタ   

イムに共有できるようになった。  

5．取材メンバが携帯する端末は、子どもたちが操作   

しやすい大きさと操作性で選定し、デジタルカメ   

ラと類似の大きさと操作性を持った携帯電話を   

用いた。   

かを選択して発表用プレゼンテーション資料や発表  

メモを作成する整理メンバ（各班3～4名）に役割  

分担して実施された。整理メンバは、各班にPCを2  

台配置し、1台は情報共有用に、1台は発表用プレ  

ゼンテーション資料作成用に利用した。   

実践全体を通して、本システムは有効に利用され  

ていた。適切な画像で届かなかった場合や、その  

場でインタビューをしてもらいたいときに、整理メンバ  

は、メールを送信する活動を中心に、文字で表現し  

にくい内容を伝達する場合には、学校用端末から  

電話するとい うメディアの選択が適切におこなわれ  

た活動が見られた。具体的には、次のような活動が  

あった。  これらから、実践ニーズのあった学習活動を支援  

するシステムとして、本システムが条件を満たしてい  

ることが整理できた。そこで本システムが有効に機  

能するか実践を通して検証することとした。   

3．実践による検証   

2004年11月から12月にかけて、京都市立F′ト学  

校5年生を対象に、「地域のようすをったえよう」と  

いう活動で、遠隔の学校へ自分たちの地域の特色  

を紹介するために、発表用のプレゼンテーション資  

料を作成する授業（図2）の中で実践検証をおこな  

った。  

・伝えたい活動の様子が判らない人物の背中の写   

真が届いたために、整理メンバから活動の様f一   

がわかるような構図の工夫を依頼した。  

・取材メンバから報告があった「四角い竹」は、全景   

の写真が届いたために、整理メンバにとって何を   

伝えたいかが判らなかった。相互に意見交換す   

ることで取材メンバは、取材場所の方に頼んで竹   

を切り、その四角い断面を撮影して報告してきた。  

このように、デジタルカメラを利用したときに比較し  

て、取材場所に残りながら即時にアドバイスが届くこ  

とで取材メンバが自らの体験を客観的に見て相手  

にわかる取材活動となるように継続して活動をおこ  

なうことができた。   

一方、取材メンバと整理メンバが発表するプレゼ  

ンテーション資料のイメージを明確にしながら協同  

で活動していくことは、整理メンバにとっても、取材メ  

ンバに意図をうまく伝えることが必要な学習活動と  

なり、文字によるコミュニケーション能力の育成にも  

なった。   

また、取材した情報をみんなとすぐに共有するこ  

とを経験することで、徐々に相手にわかる画像の撮  

影を意識するようになるという効果が見られた。   

別の視点として、実践した教師からも本システム  

は次のような評価を受けた。  

図2 活動全体の流れ  

端末は、取材用端末を各班に1台と、学校用端末  

1台を準備した。学校用端末は主に教師が持ち、各  

班からの利用希望に応じて貸し出して利用した。  

子どもたちは、これまでの学習活動の中でデジタル  

カメラによる撮影は既に経験してきており、検証実  

践に入る前の学習活動にて、初めて操作する取材  

用端末も比較的容易に操作していた。事前に打ち  

合わせたテーマに沿って、校外に取材にいく取材メ  

ンバ（各班2名）と、自分たちが伝えたい情報かどう  
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子どもたちの取材の様子が、すぐに確認できた。  

子どもたち同士が思ったことを共有するために文字  

によるコミュニケーションがおこなわれたことが確  

認できた。また、文字のみで難しい場合にも本シ  
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ステムの音声通話により学習活動が継続できた。  

・携帯電話の便利さと同時に携帯電話を使うときの   

ルールやマナーについても指導することができた。  

以上のことから、対象とした活動が実践の中で行  

われたことにより、本システムの機能の有効性が検  

証された。  

4．まとめ   

実践ニーズのあった班別野外学習において、校  

外へ調べに行くメンバと、学校に残り校外へ取材に  

行ったメンバからリアルタイムに届く資料を基に整理  

していくメンバにわかれて、メンバ同士が相互にリア  

ルタイムにコミュニケーションを取りながら協同で学  

習を進めていく活動は、本システムにより支援できた。   

また、離れた活動場所でも、先生や子どもたちの  

間で、連絡やアドバイスのやり取りがおこなえることで  

学習の可能性が広がった。   

このことから、このような班別野外学習において、  

班内が取材と整理に分かれた授業形式を実践す  

る場合、本システムは有効にこの授業を支援できる  

と考えられる。   

今後は他の形式の班別野外学習への支援につ  

いてもシステムの機能整理と検証を継続して行って  

いきたい。  
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